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０７高物問―１ 

令和７年度長崎県公立学校教員採用選考試験 

 高校物理  

※解答はすべて解答用紙の該当欄に記入すること。 

 

 物体の運動とエネルギーについて、以下の各問いに答えよ。 

 

 

問１ 図１は一直線上を運動する物体の速度 vと経過時間 tの関係を表した v- t 図である。物体が図

１のような運動をしているときの、物体の変位 xと経過時間 tとの関係を表した x- t 図として正

しいものを、次のア～カの中から１つ選び、記号で答えよ。 

 





      

 

 

 





      

ア





      

イ





      

ウ





      

エ





      

オ





      

カ

 

 

 

問２ 図２のように粗い水平面のx＝０mの点にある小物体に初速度v 〔m/s〕を与えると小物体はx軸上で

運動を始め、x＝l 〔m〕の点で静止した。小物体と水平面の間の動摩擦係数を答えよ。ただし、重

力加速度の大きさをg 〔m/s2〕とし、小物体と水平面の間に働く動摩擦力は一定であるとする。 
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図２ 



０７高物問―２ 

 

問３ 図３のようにピストンの入ったシリンダーＡＢがあり、管口Ａ付近にスピーカーが置いてある。

スピーカーからは一定の振動数の音を出し続けている。ピストンを管口ＡからゆっくりとＢに向

かって移動させるとＡから16cmの点で最初の共鳴が、50cmの点で２度目の共鳴が起きた。このと

きの音速を340m/sとして、スピーカーから出ている音の振動数と開口端補正を答えよ。 

 

 

 

図３ 

 

問４ 抵抗値が30Ωで、断面積が5.5×10−8m2、長さが1.5mで太さが一様な円柱状の抵抗がある。 

この抵抗の抵抗率を答えよ。 

 

問５ 次の文は、放射性物質の崩壊について述べたものである。（ ａ ）～（ ｅ ）に当てはま

る語句の組合せとして正しいものを、下のア〜オの中から１つ選び、記号で答えよ。 

 

 放射性物質の放射性崩壊の一つに α 崩壊がある。α崩壊により放射性物質の原子核から

（ ａ ）の原子核が放出され、（ ｂ ）が４、（ ｃ ）が２小さい原子核に変わる。一

方、β崩壊では（ ｄ ）が陽子に変化し、（ ｅ ）が放出される。 

 
 

 

 

ａ ｂ
b 

ｃ ｄ ｅ 

ア H 原子番号 質量数 電子 電磁波 

イ He 原子番号 質量数 中性子 電子 

ウ H 質量数 原子番号 電子 電磁波 

エ He 質量数 原子番号 中性子 電磁波 

オ He 質量数 原子番号 中性子 電子 

 

 

  

50cm 

16cm 

Ａ   ⇒ Ｂ 

（スピーカー） 



０７高物問―３ 

 

 

 表は、原子の電子配置を表したものである。この表をもとに以下の各問いに答えよ。 

 

 

問１ 表に書かれた原子の中で、最も第１イオ

ン化エネルギーが大きな原子の元素記号を

答えよ。 

 

問２ （ オ ）に入る原子の元素記号を答え

よ。 

 

問３ （ エ ）の原子が安定なイオンになっ

たときと同じ電子配置の原子を元素記号で

答えよ。 

 

問４ （ カ ）と（ ク ）の原子がイオン

結合してできる物質の化学式を答えよ。 

 

問５ （ キ ）に入る電子数を答えよ。 

 

 

  

表 

原子 
各電子殻に存在する電子数 

K L M N 

H 1    

He 2    

（ ア ） 2 4   

（ イ ） 2 5   

（ ウ ） 2 6   

（ エ ） 2 7   

Ne 2 8   

（ オ ） 2 8 1  

（ カ ） 2 8 2  

Si 2 8 （ キ ）  

（ ク ） 2 8 7  

Ar 2 8 8  

（ ケ ） 2 8 8 1 

２ 

 



０７高物問―４ 

 

 酵素のはたらきを調べるために次の【実験】を行った。以下の各問いに答えよ。 

 

 

【実験】 

  過酸化水素を分解する酵素の性質を調べるために、一定の温度（３８℃）で表のように試験管Ａ～ 

Ｄに物質をそれぞれ加え、気体の発生を観察した。 

表 

試験管 

 

試験管に入れたもの 

Ａ 蒸留水５mL   + 肝臓抽出液１mL 

Ｂ ３％過酸化水素水５mL + 石英砂 0.5g 

Ｃ ３％過酸化水素水５mL + 肝臓抽出液１mL 

Ｄ ３％過酸化水素水５mL + 酸化マンガン(Ⅳ) 0.5g 

 

問１ 下の文中の（ ア ）、（ イ ）に当てはまる語句をそれぞれ答えよ。 

 

 自身は変化することなく、化学反応を促進させる物質を （ ア ）という。生体内で（ ア ）と

してはたらく物質を酵素という。酵素は（ イ ）を主成分とする。 

 

 

問２ 過酸化水素の分解を促進する酵素の名称を答えよ。 

 

問３ 【実験】で過酸化水素の分解が起こるときの反応を、化学反応式で記せ。 

 

問４ Ａ～Ｄの試験管のうち、気体の発生がほとんど、あるいは全く見られないと考えられるものを

すべて選び、記号で答えよ。 

 

問５ Ａ～Ｄの試験管のうち、温度が80℃で同様の実験を行っても、気体が盛んに発生すると考えら

れるものを１つ選び、記号で答えよ。 

 

 

  

３ 



０７高物問―５ 

 

 大気の動きによる天気の変化について、以下の各問いに答えよ。 

 

 

Ⅰ 前線を伴う低気圧は、日本付近を図１のように進むことが多い。 

  なお、図１は４回の記録を重ね合わせたものである。 

 

 

図１ 

 

問１ 図１のように、日本付近の低気圧の西側には寒冷前線が、東側には温暖前線ができるこ

とが多い。このような中緯度で発生する低気圧を何と呼ぶか、答えよ。 

 

問２ 日本付近で寒気と暖気との勢力がほぼ同じため、ほとんど動かない前線を、次のア～エ

の中から１つ選び、記号で答えよ。 

 

ア 寒冷前線   イ 温暖前線   ウ 閉塞前線   エ 停滞前線 

 

 

  

４ 

低 

低 

低 

低 



０７高物問―６ 

Ⅱ 図２は、日本のある地域で寒冷前線が通過した前後の天気の変化を示したものである。 

 

 

 

 

図２ 

 

問３ 図２について、この地域を寒冷前線が通過したのは何時頃か、【例】にならって１時間

の幅で答えよ。また、そう判断した理由を、気温と風向の変化に着目して答えよ。 

【例】２時―３時 

 

問４ 日本列島で、天気が西から東に変わりやすいのは、低気圧や移動性高気圧が西から東へ

移動するからである。日本付近の移動性高気圧が西から東へ移動する理由を簡潔に説明せ

よ。 
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０７高物問―７ 

 

 次の文を読んで、以下の各問いに答えよ。 

 

 

図１のように、滑らかな水平面上に傾斜角30°の滑らかな斜面をもつ質量Mの台Ｐがある。Ｐの斜面上

に質量 mの小物体Ｑを置いて、ＰとＱの運動を考える。図のようにＰの斜面上には点Ａと点Ｂを設定し、Ａ

Ｂ間の距離は lとする。ただし、重力加速度の大きさをgとする。 

 

 

 

 

図１ 

 

問１ 図１のように点Ｂの位置に小物体Ｑを置いて静かにはなすと同時にＰに水平左向きに一定の力

を加えて加速度a1で運動させると、Ｑは斜面上で静止したまま、Ｐと一体となって運動した。 

 

（１）加速度a1の大きさをgを用いて答えよ。 

 

（２）ＱがＰから受ける垂直抗力の大きさをmとgを用いて答えよ。 

 

（３）加速度の大きさのみをa2（a2＞a1）に変更して、同じ実験を行ったところ、Ｑは斜面に沿って上昇

した。Ｑが点Ｂから点Ａに達するまでの時間を答えよ。 

 

  

５ 

Ｑ（m） 

30° 
Ｂ 

Ａ 

l 

Ｐ（Ｍ） 



０７高物問―８ 

 

 

問２ 次に図２のように台Ｐが静止した状態で、小物体Ｑを点Ａの位置から静かにはなすと、Ｑは斜面

を滑り下り、同時にＰが水平右向きに運動を始めた。Ｐの水平方向の加速度の大きさをa3とする。

台Ｐとともに運動する観測者から見たときのＱの加速度は、斜面に沿って下向きで、大きさをa4

とする。ＰがＱに与える垂直抗力の大きさをNとする。 

 

 

図２ 

 

（１）台Ｐとともに運動する観測者から見たときの小物体Ｑの水平方向の運動方程式をa3,a4,m,M,N, 

gのうち必要なものを用いて答えよ。ただし、水平左向きを正とする。 

 

（２）台Ｐとともに運動する観測者から見たときの小物体Ｑの鉛直方向の運動方程式をa3,a4,m,M,N, 

gのうち必要なものを用いて答えよ。だたし、鉛直下向きを正とする。 

 

（３）水平面にいる観測者から見たＰの運動方程式をa3,a4,m,M,N,gのうち必要なものを用いて答え

よ。ただし、水平右向きを正とする。 

 

（４）N,a3,a4をm,M,gを用いて答えよ。 

 

問３ 慣性力とはどのような力か。日常の生活の中で慣性力を感じることのできる事例をあげて説明

せよ。 

 

 

  

Ｐ（Ｍ） 

Ｑ（m） 

Ａ 

Ｂ 
30° 

l 



０７高物問―９ 

 

 次の文を読んで、以下の各問いに答えよ。 

 

 

図１（a）は x 軸に沿って進む正弦波の時刻 t＝0s における媒質の変位 y  ［cm］と位置 x ［cm］を表し

た y−xグラフである。図１（b）は x＝15cm における媒質の変位 y ［cm］を表した y−tグラフである。た

だし、円周率はπとする。 

 

 

問１ この波の振動数［Hz］と速さ［cm/s］を答えよ。 

 

問２ この波は x 軸の正の向きに進んでいるか、負の向きに進んでいるか、答えよ。 

 

問３ 時刻 t ［s］における原点０の媒質の変位yをtを用いて表せ。 

 

問４ 原点０における媒質の速さ［cm/s］の最大値を答えよ。 

 

問５ 時刻 t ［s］における位置 x ［cm］での波の変位 y  ［cm］の式を答えよ。 

 

 以降、図１（a）の波が x 軸の負の方向に進んでいる場合を考える。 

 

問６ 原点０で固定端反射を起こしたとする。このときにできる定在波（定常波）の腹の位置を 

0≦x≦40cm の範囲ですべて答えよ。ただし、波の減衰は考えないものとする。 

 

 

 

 

図１ 
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０７高物問―１０ 

 

 次の文を読んで、以下の各問いに答えよ。 

 

 

 図１のように、xyz 空間の z  軸の正の向きに磁束密度の大きさがＢの一様な磁場がかけられている。

ここに原点０から x 軸に沿って、正の向きに初速度 v0で正の電荷 q をもった質量 m の荷電粒子を入射さ

せる。ただし、以下の問題では円周率はπとし、重力の影響は考えないものとする。 

 

問１ 荷電粒子は xy 平面内を等速円運動する。この理由を説明せよ。 

 

問２ 荷電粒子にはたらく力の大きさを答えよ。 

 

問３ 等速円運動の回転半径を r として、荷電粒子の運動方程式を立てよ。 

 

問４ 荷電粒子が入射後初めて y 軸を通過する位置の y 座標をＢ、v0、q、mを用いて表せ。 

 

問５ 等速円運動の周期をＢ、q、mを用いて表せ。 

 

問６ 次に図２のように、磁束密度Ｂの磁場に加え、磁場と同じ向きに電場の大きさＥの一様な電場

を z 軸の正の向きにかけた。ここに原点０から x 軸に沿って、正の向きに初速度 v0で正の電荷q を

もった質量 m の荷電粒子を入射させる。 

 

（１）荷電粒子にはたらく z 方向の加速度の大きさを答えよ。 

 

（２）入射後初めて z 軸を通過する位置の z 座標を答えよ。 

 

（３）（２）で求めた z 軸上の点における荷電粒子の速さを答えよ。 

 

（４）（２）で求めた z座標をＬとする。荷電粒子の軌道で 
L

４ の高さの点を通過するときの位置の x 座

標と y 座標を答えよ。 

 



















 
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